
消防の仕事を体験 
　8月7日（日）、市内の少年少女
防火クラブの児童57人が岡山県が岡山県
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やはしご車搭乗などの体験学習を
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特集／“いま”防災対策！ 
　災害は、忘れたころでなく 
　　　“いま”起こるかもしれない… 
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市政だより「地域審議会が答申」ほか 
 
公民館へ行こう 
 
ズームアップ図書館 
 
人「永瀬清子の詩を読む　」 
 
暮らしのカレンダー 
 
スポーツトピックス 
 
わたしのあなたの健康 
歯の健康シリーズ　「歯周病を予防しましょう！」 

人権コラム　「高齢化社会について」 
 
情報ボックス 
「高齢者無料法律相談」ほか 
 
秋の交通安全旬間 

あかいわ動物ふれあいフェスティバル 
 
読者のページ 
 
赤磐市花火大会 
 
まちのわだい 
「広げよう食育の輪～早寝、早起き、朝ご飯～」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪 
「石蓮寺伝来・絹本著色仏涅槃図」 

  

　
地
震
、
台
風
と
い
っ
た
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
自
然
災
害
。 

　
「
赤
磐
市
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
意

識
で
は
、突
然
の
災
害
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る

か
ど
う
か
は
、日
ご
ろ
の
備
え
と
そ
の
瞬
間

に
ど
れ
だ
け
適
切
で
冷
静
な
行
動
が
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
ど
う
対
処
す
れ
ば

よ
い
か
を
私
た
ち
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
回
は
防
災
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
あ

な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
の
人
、
そ
し
て
あ

な
た
自
身
を
守
る
た
め
、で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

●
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
八
月
一
日（
金
）、市
長
に
よ
り
、内
閣
総
理
大
臣
か

ら
内
藤
秋
男
さ
ん（
下
市
）へ
旭
日
単
光
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
受
章
は
元
山
陽
町
議
会
議
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。 

　
市
が
昨
年
各
戸
に
配
布
し
た
「
わ
が
家
の

　
防
災
」
冊
子
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
災
害

　
対
策
や
避
難
場
所
の
地
図
を
掲
載
。 

写真提供
：首都大

学東京 土
質研究会

 

７月２８日、局地的な豪雨で 
冠水した道路（下市 市役所西） 

災
害
は
、忘
れ
た
こ
ろ
で
な
く 

　
　
”い
ま
“起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
…
い
ま
こ
そ
備
え
を
。 

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」 
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地
震
列
島
日
本
、
巨
大
地
震
は
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
地
震
の
怖

さ
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
年
六
月
十
四
日
、
午
前
八
時
四
十
三

分
ご
ろ
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
最
大
震

度
「
六
強
」
の
大
き
な
地
震
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
地
震
が
起
き
た
ら
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。
あ
な
た

の
家
は
安
全
で
す
か
。
あ
な
た
は
避
難
場
所

に
た
ど
り
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
地

震
に
対
す
る
心
構
え
が
で
き
て
い
る
か
い
な

い
か
で
運
命
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。 

    

　
地
震
発
生
直
後
、
ま
ず
は
自
分
で
自
分

を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
早
速
、自
分
が
今
い
る
場
所
の
周
り
を
見

わ
た
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
倒
れ
や
す
い
も
の

が
あ
れ
ば
逃
げ
、
机
が
あ
れ
ば
机
の
下
へ
も

ぐ
る
。
ガ
ス
を
使
っ
て
い
れ
ば
消
す
。
こ
の
よ

う
に
日
ご
ろ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
れ
ば
、す

ば
や
く
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

         

　 

  

　
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
、
個
人
や

家
族
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
危
険

や
困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
こ
そ
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る

隣
近
所
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
救
出
・
救
助
作
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
地
域
住
民
の
手
に
よ
り
救
助
さ
れ

た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
地
域
の
つ
な
が
り
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
、い
ざ
と
い
う
と
き
、

貴
い
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

  

　 

                 

　
地
震
は
す
べ
て
の
人
を
襲
い
ま
す
。
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
赤
磐
市
役
所
で

も
、ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
て
い
る
の
か
、ど

こ
で
救
助
が
必
要
な
の
か
、
地
震
の
規
模
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
最
初
は
ま
っ
た
く

状
況
が
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
当
然
、赤
磐
市
消
防
署
も
被
災
し
、職
員

も
消
防
団
員
も
被
災
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ

う
な
状
態
か
ら
、
順
に
被
害
を
把
握
し
救

出
作
業
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
市
役
所
や
消
防
署
に
正
確
な

被
害
状
況
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
情
報
を

確
認
、デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
冷
静
に
協
力

し
て
救
出
救
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。 

▲自分たちのまちは自分たちで守るということが災害時の基
　本的な考え方。有事に備え炊き出しの訓練をする地域住民。 

　（写真：８月５日・夏の子どもフェスティバル） 

突
然
の
揺
れ
… 

　
　
　
そ
の
時
ど
う
す
る 

次
は
、頼
り
に
な
る 

　
　
　
「
ご
近
所
の
力
」 

そ
し
て
「
公
共
機
関
」
と
の
連
携 

ま
ず
は
「
自
分
を
守
る
」 

■火の始末はすばやく 

■ドアや窓をあけて、逃げ道を確保 

■落ち着いて、自分の身を守る 

 

 

 

■火元の確認・初期消火 

■家族の安全を確認 

■靴をはく　■出火防止を 

■非常持ち出し品の用意 

 

■ラジオなどで情報を確認 

■周囲の様子を確認 

■余震に注意 

■電話はなるべく使わない 

 

■隣近所の安全を確認 

■消火・救出活動　■子供を迎えに 

■周囲に危険が迫っている場合は 
　速やかに避難を 

 

■自宅や地域の安全が確認できる 
　まで警戒を 

■生活必需品は備蓄でまかなう 

■壊れた家には入らない 

■避難生活では、集団生活の 
　ルールを守る 
 

最初の大きな揺れは約1分 

揺れがおさまったら… 

1～2分 1～2分 

3分 3分 

5分 5分 

数時間～ 
3日くらい 
数時間～ 
3日くらい 

地震 
発生 
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こ
れ
か
ら
が
警
戒
シ
ー
ズ
ン 

気
象
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
！ 

赤
磐
市
洪
水 

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

◆大型で強い台風とは？ 
　台風の大きさは「風速１５　/秒以上の半径」、強さは「最大

風速」で表します。大きな台風ほど広い範囲に影響が及び、強

い台風では強風によって中心付近が大きな影響を受けます。 

【台風の大きさ】 

 

 

 

【台風の強さ】 

 

 

 

 

１. 台風の大きさと強さ 

２. 風の強さと吹き方 

３. 雨の強さと降り方 

10～15
やや 
強い風 

猛烈な 
風 

強い風 

非常に 
強い風 
（暴風） 

15～20

20～25

25～30

30～

風に向かって歩
きにくくなる。 

樹木全体が
揺れる。電
線が鳴る。 

取り付けの不完全な看
板やトタン板が飛びはじ
める。 

ビニールハウスが壊れ
始める。 

鋼製シャッターが壊れ始
める。風で飛ばされた物
で窓ガラスが割れる。 

ブロック塀が壊れ、取り
付けの不完全な屋外装
材がはがれ、飛び始める。 

屋根が飛ばされる。木造
住宅の全壊が始まる。 

小枝が折れ
る。 

樹木が根こ
そぎ倒れ始
める。 

風に向かって歩
けない。転倒す
る人も出る。 

しっかりと身体
を確保しないと
転倒する。 

立っていられな
い。屋外での行
動は危険。 

平均風速 
（　/秒） 

予報用語 人への影響 建造物の被害 屋外・樹木 
の様子 

10～20
やや 
強い雨 

猛烈な 
雨 

強い雨 

激しい 
雨 

非常に 
激しい 
雨 

20～30

30～50

50～80

80～

ザーザーと降る 
この程度の雨でも長く続くと
きは注意が必要。 

側溝や下水、小さな川があふれ、
小規模のがけ崩れが始まる。 

山崩れ・がけ崩れが起きやす
くなり、危険地帯では避難の
準備が必要。 

マンホールから水が噴出する。
土石流が起こりやすい。多く
の災害が発生する。 

雨による大規模な災害の発
生するおそれが強く、厳重な
警戒が必要。 

どしゃ降り 

バケツをひっくり返した
ように降る。 

滝のように降る（ゴーゴ
ーと降り続く）。 

息苦しくなるような圧
迫感がある。恐怖を感
ずる。 

１時間雨量 
（　） 

予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況 

大型（大きい） 
超大型（非常に大きい） 

500　以上800　未満 
800　以上 

階　　　　級 風速15　/秒以上の半径 

強い 
非常に強い 
猛烈な 

秒速33　以上44　未満 
秒速44　以上54　未満 
秒速54　以上 

階　　　　級 中心付近の最大風速 

      

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、台
風
に
よ
る
災
害
、大

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
台
風
に
備
え
る
た
め
に
は
、そ
の
特
性
を

知
り
、
気
象
情
報
を
い
ち
早
く
、
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
一
方
、台
風
や
豪
雨
は
予
測
し
や
す
い
か
ら

怖
く
な
い
と
錯
覚
し
や
す
い
も
の
で
す
。
事

前
に
予
測
で
き
る
と
は
い
え
、
大
雨
や
強
風

の
威
力
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。「
赤
磐
市
は

雨
も
風
も
た
い
し
た
こ
と
な
い
か
ら
」
な
ど

と
油
断
す
る
こ
と
な
く
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を

立
て
、
増
水
し
た
川
や
池
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

     

　 

  

　
今
年
四
月
に
各
戸
配
布
し
た
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
旭
川
水
系
砂
川
や

吉
井
川
水
系
吉
井
川
が
大
雨
に
よ
っ
て

増
水
し
、
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
の
浸

水
予
測
結
果
に
基
づ
い
て
浸
水
の
範
囲
と

そ
の
深
さ
、さ
ら
に
は
避
難
所
な
ど
を
示

し
、
緊
急
時
の
避
難
に
役
立
つ
よ
う
作
成

し
た
も
の
で
す
。 

※気象庁作成の解説表より抜粋 
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赤
磐
市
消
防
本
部 

     

　
消
防
本
部
は
、消
防
の
仕
事
を
管
理
す
る

「
消
防
総
務
課
」
、
危
険
物
の
指
導
や
防
火

活
動
を
行
う
「
予
防
課
」
、
消
防
の
仕
事
を

ま
と
め
、
車
両
の
管
理
を
行
う
「
警
防
課
」
、

火
事
や
救
急
現
場
を
す
ば
や
く
確
認
し
指

令
す
る
「
通
信
指
令
室
」
の
四
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。 

　
消
防
署
は
、
赤
磐
市
消
防
署
（
本
署
）
と

東
出
張
所
、
北
出
張
所
が
あ
り
、
消
火
活
動
、

救
助
活
動
、救
急
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
赤
磐
市
消
防
署
で
は
月
一
回
定
期
救
急

講
習
会
を
本
署
、出
張
所
で
開
催
。 

　
七
月
二
十
七
日
（
日
）
は
本
署
で
四
人
の

市
民
の
参
加
で
実
施
。
救
急
救
命
士
か
ら
三

時
間
に
わ
た
り
心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
止
血
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
人

形
を
使
っ
た
実
技
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。 
 

　
「
以
前
か
ら
救
急
講
習

を
受
け
た
い

と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

広
報
紙
で

講
習
日
時

を
知
り
申
し
込
み
ま

し
た
。
と
て
も
て
い
ね
い
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
人
形
で
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、救
急
に
対
し
て
少
し
自
信
が

持
て
ま
し
た
。
も
し
も
の
と
き
に

今
日
習
っ
た
応
急
処
置
が
生
か
せ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
」 

 

清本 嘉寿江さん 
（桜が丘西１丁目） 

左／日々、訓練を重ねる消防職員。 
右／自分たちのまちを守るため訓練を行う消防団員。 

　大切な人・大切な命を守るために、適切な応
急手当が出来るようになりませんか。年齢・性
別は問いません。奮っての受講をお待ちして
います。 

●日　　時／９月２８日（日） 午前９時～正午 

●場　　所／赤磐市消防署北出張所 

●受講人数／１０人程度 

●申込期限／９月１０日（水） 

●参 加 費／無　　料 

●問い合わせ先 
　消防本部警防課救急係 
　　９５５-２２５４ 

救命講習へ参加しませんか？ 
救命の主役はあなたです!!
救命講習へ参加しませんか？ 
救命の主役はあなたです!!
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赤
磐
市
消
防
団 

  

　 
 

　
消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま

る
、市
の
消
防
機
関
の
一
つ
で
す
。 

　
消
防
団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、火
災
発
生
時
で
の
消

火
活
動
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模

災
害
発
生
時
で
の
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒

巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御
活
動
な
ど
に

従
事
し
、地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
活
躍
。
地
域
で
の
消
防
力
・
防
災
力

の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

方
面
隊
指
導
部 

方
面
隊
機
動
部 

第

１

分

団

 

第

２

分

団

 

第

３

分

団

 

方
面
隊
指
導
部 

方
面
隊
機
動
部 

第

１

分

団

 

第

２

分

団

 

第

３

分

団

 

第

４

分

団

 

方
面
隊
指
導
部 

方
面
隊
機
動
部 

第

１

分

団

 

第

２

分

団

 

第

３

分

団

 

第

４

分

団

 

第

５

分

団

 

方
面
隊
指
導
部 

方
面
隊
機
動
部 

第

１

分

団

 

第

２

分

団

 

副方面隊長 

吉 井 方 面 隊  山 陽 方 面 隊  熊 山 方 面 隊  赤 坂 方 面 隊  

副 団 長  
（方面隊長） 

副方面隊長 

副 団 長  
（方面隊長） 

団 長  

副方面隊長 

副 団 長  
（方面隊長） 

副方面隊長 

副 団 長  
（方面隊長） 

第

３

分

団

 

第

４

分

団

 

第

５

分

団

 

第
１
〜
第
４
部 

第
１
〜
第
３
部 

第
１
〜
第
４
部 

第
１
〜
第
４
部 

第
１
〜
第
３
部 

第
１
〜
第
５
部 

第
１
〜
第
６
部 

第
１
〜
第
７
部 

第
１
〜
第
６
部 

第
１
〜
第
４
部 

機
動
部
１
・
第
１
〜
第
６
部 

機
動
部
１
・
第
１
〜
第
５
部 

機
動
部
２
・
第
１
〜
第
４
部 

機
動
部
１
・
第
１
〜
第
６
部 

機
動
部
２
・
第
１
〜
第
５
部 

機
動
部
１
・
第
１
〜
第
８
部 

機
動
部
１
・
第
１
〜
第
３
部 

■自動車ポンプ等保有台数 
　消防ポンプ自動車…………………９台 
　小型動力ポンプ積載車…………７０台 
　小型動力ポンプ………………１０９台 
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災
害
情
報
を
い
ち
早
く 

お
知
ら
せ
す
る
防
災
行
政
無
線 

      

★
緊
急
放
送 

◇
サ
イ
レ
ン
は
、
避
難
勧
告
時
、
火
災
発
生

　
時
お
よ
び
消
防
団
の
訓
練
時
な
ど
に
鳴
ら

　
し
ま
す
。 

◇
火
災
発
生
時
に
は
赤
磐
市
消
防
本
部
か

　
ら
火
災
発
生
地
域
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

　
火
災
の
種
類
お
よ
び
火
災
発
生
地
区
名

　
を
放
送
し
ま
す
。 

◇
火
災
発
生
時
の
放
送
内
容
は
「
自
動
応

　
答
装
置
」
に
よ
り
電
話
で
聞
き
直
す
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。 

　
　（
９
５
５
）１
３
９
０ 

◇
火
災
情
報
は
赤
磐
市
消
防
本
部
の
「
火

　
災
情
報
案
内
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。 

　
　（
９
５
６
）０
１
１
９ 

  

●平成20年赤磐市火災・救急発生状況（7月） 

本署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 交通 急病 一般 その他 

東 
出張所 

北 
出張所 

計 

12
（59） 

3
（25） 

5
（14） 

20
（98） 

55
（348） 

22
（117） 

17
（89） 

94
（554） 

11
（70） 

5
（28） 

2
（24） 

18
（122） 

16
（104） 

2
（28） 

0
（8） 

18
（140） 

94
（581） 

32
（198） 

24
（135） 

150
（914） 

0
（4） 

0
（1） 

0
（1） 

0
（6） 

1 
（3） 

0
（0） 

0
（1） 

1
（4） 

0
（0） 

0
（0） 

0
（0） 

0
（0） 

1
（3） 

1
（4） 

1
（4） 

3
（11） 

2
（10） 

1
（5） 

1
（6） 

4
（21） 

（　）にあっては平成20年の累計を示す。 

●もし、災害が発生したら・・・ 

　高齢者や体の不自由な人などは、安全な場所への避難などが困難なことが予想されます。 
　「災害時に支援を希望する人」と「その人の支援者」を事前に登録して、地域で助け合うことにより、
被害を最小限にできたら・・・と考えています。 
　この制度は本人の同意をもとに、いつでも登録することができますので、登録希望者は、市または担
当民生委員までお申し出ください。後日、調査に伺います。 

●災害時要援護者とは 

　災害発生時に、何らかの理由により情報収集や安全な場所への避難が困難な人を言います。 
具体的には「ひとり暮らしの高齢者」「高齢者のみの世帯」「障害者」などが対象となります。 

●登録がお済みの人へ・・・ 

　災害の時には誰がどんな状況になっているかわかりませんので、自分の身は自分で守るという心構
えは忘れないで、普段から近所の人とよい関係を保ってください。 

ご存知ですか？赤磐市災害時要援護者支援制度 

～健康で安心して暮らせるまちづくりを目指して～ 
ご存知ですか？赤磐市災害時要援護者支援制度 

～健康で安心して暮らせるまちづくりを目指して～ 

本 庁 社 会 福 祉 課 　955-1115 ／ 赤坂支所健康福祉課 　957-4822 
熊山支所健康福祉課 　995-1293 ／ 吉井支所健康福祉課 　954-1374

問 い 合 わ せ 先 
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長
年
、熊
山
の
病
院
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
が
、
赤
磐
市
民
皆
さ
ん
の
病
院
と
し
て
、
九

月
一
日
か
ら
赤
磐
市
立
赤
磐
市
民
病
院
に
名
称

を
変
更
し
ま
す
。
　
　
　
　 

　
診
察
日
、電
話
番
号
、診
療
科
目
な
ど
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、名
称
変
更
に
伴
い
診
察
券
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
来
院
さ
れ
た
と
き
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
市
民
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
に
、よ
り
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。 

熊
山
病
院
か
ら 

赤
磐
市
民
病
院
に 

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。 

　9月から市役所本庁舎の水道課（赤坂支所内の工務係含む）・下水道課・建設課、山陽産業会
館内の産業振興課が旧中央図書館へ移ります。また、市民課・協働推進室・環境課・介護保険課（赤
坂支所内の介護認定係含む）・社会福祉課・税務課についても、9月中に市役所本庁舎内で順次
配置場所が変わる予定ですので、ご来庁の際はご注意ください。 
　このほかの課・室については、現在の配置と変わりません。 

本庁舎内の課の配置移動のお知らせ 本庁舎内の課の配置移動のお知らせ 本庁舎内の課の配置移動のお知らせ 

下
水
道
課 

協
働
推
進
室

協
働
推
進
室 

環
境
課

環
境
課 

協
働
推
進
室 

環
境
課 

建
設
課 

社
会
福
祉
課 

市
民
課 

税
務
課 

市民コーナー 

EV

介
護 

保
険
課 

産
業 

振
興
課 

水
道
課 

会
計
課 

▲ 
正面玄関 

▲ 
中央通用口 

西通用口　 

　赤磐市民病院では、５月のコンサートに引き
続き「陽だまりコンサート」を開催しますので、
素晴らしい音楽とともにひとときをお過ごし
ください。 

日　時／９月２４日（水） 午前１０時３０分～ 

場　所／赤磐市民病院玄関ホール 
　　　　（旧市立熊山病院） 

入場料／無　料 

演　奏／ソプラノ、ピアノ 

演奏曲目 
　　里の秋 
　　小さい秋見つけた 
　　夕焼け小焼け 
　　瀬戸の花嫁　ほか　 

問い合わせ先／赤磐市民病院 　９９５-１２５１ 

赤 磐 市 民 病 院 



地
域
審
議
会
が
「
新
市
建
設
計
画
の 

執
行
状
況
を
踏
ま
え
た
地
域
課
題
」 

に
つ
い
て
答
申 

「
赤
磐
市
障
害
福
祉
計
画
」 

　
　
　
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

赤
磐
市
の
子
育
て
支
援
の
た
め
に 

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
」 

委
員
を
募
集
し
ま
す
。 
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七 

市 

市 

月
十
八
日（
金
）山
陽
・
赤
坂
・
熊
山
・

吉
井
の
各
地
域
審
議
会
は
、
昨
年
五

月
二
十
九
日
の
第
一
回
地
域
審
議
会
で
市

長
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
「
新
市
建
設
計
画
の

執
行
状
況
を
踏
ま
え
た
地
域
課
題
」
に
つ
い

て
、四
回
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
、
意
見
を

と
り
ま
と
め
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

　
地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
り
行
政
区

域
が
拡
大
し
、
地
域
の
声
が
行
政
に
反
映

さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
を
払
拭
す
る
た
め
に
、市
長
の
諮
問
に
応

じ
て
意
見
を
述
べ
る
付
属
機
関
と
し
て
、
合

併
協
議
に
基
づ
き
旧
町
単
位
に
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。 

　
答
申
は
、「
市
街
化
区
域
等
の
見
直
し
」
、

「
地
産
地
消
」
、「
定
住
促
進
」
、「
駅
前
開

発
」
、「
農
業
問
題
」
、「
地
域
間
格
差
の
是

正
」
、「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

各
地
域
審
議
会
が
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
、そ
の
対
応
策
に

つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

　
各
地
域
審
議
会
の
会
長
か
ら
答
申
を
受

け
た
市
長
は
、「
本
市
の
財
政
状
況
は
、
地

方
交
付
税
の
減
少
や
、
国
・
県
の
補
助
金
縮

減
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
は
、市
民
と
行
政
が

知
恵
と
力
を
出
し
合
い
な
が
ら
、協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
、こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
や
、よ
り
効

果
的
な
事
業
を
検
討
し
、す
べ
て
の
人
が
安

全
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
考
え
を

述
べ
ま
し
た
。 

                   

■
委
員
公
募 

    

で
は
、「
赤
磐
市
障
害
福
祉
計
画
」
の

見
直
し
と
そ
の
実
施
計
画
と
な
る
「
第

二
期
赤
磐
市
障
害
福
祉
計
画
」
の
策
定
を

行
う
た
め
、障
害
当
事
者
と
そ
の
家
族
お
よ

び
保
健
、医
療
、福
祉
、教
育
、就
労
の
関
係

者
な
ど
で
構
成
す
る
計
画
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。 

　
計
画
の
見
直
し
お
よ
び
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
募
集
人
員
】一
人 

【
任
　
期
】 

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で 

      

で
は
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
、
委
員
を

募
集
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
募
集
す
る
委
員
に
は
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で

の
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）の
策
定
に
も
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
募
集
人
員
】
二
人 

【
任
　
期
】 

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で 

 

◎
共
通
事
項 

【
応
募
資
格
】 

　
二
十
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
で
、該
当
の
委
員
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

継
続
し
て
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人 

【
応
募
方
法
】 

　
応
募
委
員
名
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課

に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
、

応
募
理
由
な
ど
を
記
入
。
直
接
お
持
ち
に

な
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
応
募
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。 

【
応
募
締
め
切
り
】 

　
九
月
三
十
日（
火
）ま
で〔
必
着
〕 

【
応
募
先
】 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
赤
磐
市
役
所
社
会
福
祉
課 

　
　（
９
５
５
）１
１
１
８ 

【
選
考
方
法
】 

　
応
募
申
込
書
の
内
容
を
も
と
に
行
い
、選

考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
書
面
で
通
知

し
ま
す
。 

※
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。 

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
前
記
以
外
の
目

　
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
本
庁
社
会
福
祉
課
　
　
　
　 

　
　
　（
９
５
５
）１
１
１
５ 



山陽公民館主催講座 

熊山公民館主催講座 

中央公民館主催講座 
 
 
 
★パソコン相談室 
　パソコンのちょっとした疑問や、講座でならったけど
ちょっと心配…。そんなあなた！ぜひこの機会に専門の
講師に学んでみましょう。 
■日　時　9月18日（木） 
　相談の時間は下記時間の中からお選びください。 
　（朝）9：00～12：00　（昼）13：30～16：30 
　（夜）17：30～20：30 
■対　象　一般　　■定　員　1人約30分程度（先着順）
■受講料　無料 
■申込期間　当日会場におこしください。 
※相談者が大勢の場合には、先着順でしばらく待っていた
　だくようになります。 
 
★なかよしひろば ４歳児クラス（託児付き） 
　就園前のお子さんと保護者が対象です。お家の人だ
けでなく周りの人との関わりやさまざまな体験を通して、
集団生活に慣れる準備をしませんか？歌ったり、体操し
たり、工作したり、おやつ作りに挑戦したり、動物とふれ
あったり・・楽しい震囲気の中で、新しいお友達をいっぱ
い作りませんか。 
■日　程 
　①10月27日（月）「親子で楽しむふれあい遊び」 
　②11月13日（木）「動物とのふれあい」 
　③12月22日（月）「クリスマス会」 
　④ 1月26日（月）「新聞紙で遊ぼう」 
　⑤ 2月23日（月）「かわいいおひな様を作ろう」 
　⑥ 3月23日（月）「お楽しみ会」 
■時　間　10：00～11：30　　■場　所　中央公民館他 
■講　師　本郷美智子（日本レクリェーション協会指導員）、
　　　　　市栄養士ほか 
■対　象　平成16年4月2日から平成17年4月1日生まれの
　　　　　お子さんとその保護者 
■定　員　20組 
■参加費　1,500円（全6回分） 
　　　　　※託児が必要な人は、1回100円です。 
■申込期間　9月1日（月）～ 
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
★今さら聞けない…いやそんなことない！ 
　料理のQ＆A教室＜追加募集＞ 
　今さら恥ずかしくて人に聞けないことってありませんか？
料理の基礎やちょっとしたコツを学びませんか？ 
■日　時 
　①9月9日（火） ②10月21日（火） 
　いずれも 9：30～13：00 
■対　象　一般　　■定　員　15人 
■参加費　各回500円 
■申込期間　～9月5日（金）〈電話可〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★ドキドキ講座『自然観察会』 
　自然大好き人間集まれ。赤磐市に生息する水の中の
生きものや鳥について観察してみよう。 
■日　時　9月27日（土） 9：00～11：00〈雨天中止〉 
■場　所　吉井川（熊山橋東詰） 
■定　員　30人　　■参加費　無料 
■申込期間　～9月26日（金） 
 
 
 
 
 
★思い出を歌う集い 
　唱歌など思い出の歌を歌い継ぎ、お互いの心を通わし
てみませんか。 
■日　時 
　①１０月７日（火） ②１０月２１日（火） 
　いずれも 9：30～11：30 
■講　師　井上清光（元就実高校音楽教諭） 
■対　象　一般　　■定　員　20人 
■参加費　100円（2回分） 
■申込期間　9月1日（月）～ 
 

★講座の受け付けは、各館とも 
　午前９：００からで、すべて先着順です。 
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吉井公民館主催講座 

 

西山公民館主催講座 

 
 
 
★名月鑑賞会 
　中秋の名月を楽しみましょう。皆さんお誘い合わせの
上お越しください。 
■日　時　9月14日（日） 18：00～〔雨天決行〕 
■場　所　竜天天文台公園（　958-2321） 
■参加費　無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★庭木の剪定 
　庭木の剪定の基礎を、理論と実技で学びませんか。 
〈理論編〉 
■日　時　9月15日（月）敬老の日　10：00～12：00 
■場　所　西山公民館講座室 
〈実技編〉 
■日　時　9月24日（水） 8：30～12：00 
　　　　　〔雨天の場合は9月25日（木）に順延〕 
■場　所　赤坂レイクサイドカントリークラブ 
■講　師　近江　勲　　■定　員　15人 
■参加費　600円（2回分） 
■申　込　9月3日（水）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

●中央公民館（下市337 　955-0069） 
●赤坂公民館（町苅田507 　957-2211） 
●熊山公民館（松木623 　995-1360） 
●吉井公民館（周匝136-1 　954-1379） 
●高月公民館（穂崎848-1 　086-229-9777） 
●西山公民館（西中220-1 　955-0777） 
●山陽公民館（山陽1-10 　955-9777） 
●笹岡公民館（坂辺9 　957-2214） 

― 各公民館所在地・連絡先 ― 

　市内各中学校では中学２年生を対象に、働く
ことの尊さや厳しさを実感し、社会のマナー
を身に付けたり、主体的に将来の生き方につ
いて考えたりできることを目指して、職場体験
活動を実施します。 

　★高陽中学校・磐梨中学校　 
　　9月10日（水）～12日（金） 
　★桜が丘中学校・赤坂中学校 
　　9月17日（水）～19日（金） 
　★吉井中学校 
　　11月12日（水）～14日（金） 

　４３９人の生徒たちがこの秋、各事業所でさ
まざまな体験をし、汗を流します。一生懸命働
く中学生に温かい励ましの言葉をお願いします。 
　また、この事業を実施するにあたり、生徒た
ちを積極的に受け入れてくださいます事業所
の皆さんには大変お世話になります。生徒一
人一人がたくましく成長できますようご支援を
よろしくお願いします。 
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★開館時間 １０：００～１８：００ 
　（中央図書館のみ木曜日
　は２０：００まで） 
★中央図書館で貸し出しが
　できるのは…赤磐市内に
　お住まいの人、または通勤・
　通学されている人です。 
★図書館利用者カードを作
　るとき…カウンターで「利
　用者登録申込書」に記入
　し申し込んでください。（免
　許証・保険証など住所・氏
　名が確認できるものをお
　持ちください） 
　※小学生以下は、保護者が
　　申請してください。 

9月の図書館カレンダー 

赤磐市内全図書館休館日 

火 水 月 日 金 土 木 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

『動物の足跡学入門』 
熊谷 さとし／著 
技術評論社／出版 

『もっと知りたい！ 
　　「科学の芽」の世界』 
「科学の芽」賞実行委員会／編 
筑波大学出版会／出版 

『情報は1冊のノートに 
　　　　　まとめなさい』 
奥野 宣之／著 
ナナ・コーポレート・コミュニケーション／出版 

『日本の薬はどこかおかしい！』 
鳥越 俊太郎 ほか／著 
青志社／出版 

『ミヤマ物語　第一部』 
あさの あつこ／著 
毎日新聞社／出版 

『よしよしなでなで』 

とくなが まり／文 
アリス館／出版 

『あいさつ団長』 
よしなが こうたく／作 
長崎出版／出版 

『これ、ぼくの宝物です』 
山下 奈美／作 
学研／出版 

一 般 図 書 児 童 図 書 

　画面の案内に従って操作すれば、簡単に自
分で貸出手続きをすることができます。 
　お気軽にご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『物語ること、生きること』 
 
●日　時／10月19日（日） 午後2時～4時 

●場　所／中央図書館 多目的ホール 

●参加費／無料（事前に申し込みが必要。
　　　　　電話可） 

＜講師紹介＞ 
　児童文学作家として活躍、日本児童文学
者協会会員、『わたしの、好きな人』で第44
回「野間児童文学賞」を受賞、「季節風」「松
ぼっくり」同人 
　＝ 著　書 ＝ 
　　『青春航路ふぇにっくす丸』 
　　『ディア・ファーザー』 
　　『はなまる日曜日』 
　　『海で見つけたこと』ほか多数 

ここが変わった 新中央図書館 
シリーズ② 自動貸出機 

児童文学作家 八束澄子さん 講演会 
（先着100人） 

●日　時／9月20日（土） 午後2時～ 

●場　所／中央図書館 多目的ホール 

●内　容／『ふしぎの国のアリス』（73分） 
　　　　　子ども向けの映写会です。 
　　　　　どうぞお気軽におこしください！ 

きらり☆しあたー：こども版 
（先着100人） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読む⑳】 

花
 

▲市民出演者「コーラスグループ スイートピー」 
　（平成20年2月第12回朗読会より） 

   夏
は
ま
だ
去
な
ぬ
 

夏
が
還
っ
て
来
て
く
れ
た
。
 

雲
は
光
と
影
の
渓
谷
に
富
み
 

こ
の
夏
の
い
や
ら
し
い
霖
雨
で
 

二
米
に
徒
長
し
て
い
た
カ
ン
ナ
は
 

今
や
　
の
よ
う
に
燃
え
だ
し
た
。
 

光
は
一
時
に
あ
ふ
れ
は
じ
め
 

花
々
の
色
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
た
よ
う
だ
。
 

夕
ぐ
れ
に
は
お
し
ろ
い
の
花
が
庭
中
に
瞳
を
さ
ま
し
 

朝
に
は
朝
顔
の
花
も
無
慮
七
十
ば
か
り
 

垣
に
余
っ
た
蔓
は
物
干
の
柱
に
巻
き
つ
き
 

昇
り
き
っ
て
噴
水
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
 

や
が
て
そ
れ
も
皆
花
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

鶏
頭
は
す
で
に
緋
の
獅
子
頭
の
よ
う
な
陣
列
を
つ
く
り
 

も
う
ど
ん
な
装
飾
画
も
及
ば
な
い
。
 

心
を
腐
ら
す
霖
雨
は
す
っ
か
り
あ
が
り
 

快
く
乾
い
た
風
は
光
を
ま
す
ま
す
き
ら
び
や
か
に
し
 

夏
が
又
美
し
く
や
っ
て
来
て
く
れ
た
。
 

し
か
し
も
う
光
線
は
や
や
傾
い
て
い
る
の
で
 

い
つ
も
の
夏
の
よ
う
に
 

光
そ
の
も
の
の
ま
ぶ
し
さ
で
な
く
 

色
の
美
し
さ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
だ
。
 

も
う
秋
へ
一
歩
移
ろ
う
と
し
 

そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
残
り
の
美
し
さ
を
皆
放
っ
て
い
る

　
の
だ
。
 

た
と
え
自
分
の
食
べ
物
に
不
足
し
て
も
 

や
は
り
花
を
植
え
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
 

私
は
忠
実
な
花
た
ち
に
感
謝
す
る
。
 

こ
の
天
気
の
わ
る
い
八
月
中
 

私
は
働
き
に
働
い
て
 

殆
ど
自
分
の
わ
ざ
で
は
な
い
程
だ
っ
た
。
 

し
か
し
も
う
く
た
び
れ
て
 

少
し
話
を
す
れ
ば
涙
が
な
が
れ
 

咳
は
や
ま
ず
、ど
う
に
も
し
か
た
が
な
く
な
っ
て
い

　
た
の
だ
。
 

け
れ
ど
も
今
日
は
全
く
美
し
い
。
 

立
ち
上
る
気
力
も
な
い
私
は
縁
先
に
横
に
な
り
 

こ
の
く
れ
な
い
の
花
々
を
み
て
い
る
と
 

又
不
思
議
に
勇
気
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
の
だ
。
 

夏
は
ま
だ
去
な
ぬ
 

夏
が
又
還
っ
て
来
て
く
れ
た
。
 

私
は
ま
だ
三
十
半
ば
。
 

前
途
の
仕
事
が
不
思
議
な
位
や
さ
し
く
思
え
る
。
 

花
の
輝
き
は
私
に
勇
気
を
あ
た
え
る
。
 

私
は
何
で
も
出
来
そ
う
だ
。
 

花
に
ま
け
な
い
仕
事
が
で
き
そ
う
だ
。
 

私
に
も
亦
夏
が
還
っ
て
来
そ
う
だ
。
 

（『
大
い
な
る
樹
木
』一
九
四
七
年
四
月
 

桜
井
書
店
）
 

  

  　
永
瀬
清
子
は
母
八
重
野
の
影
響
で
植
物
へ
の

関
心
を
強
く
抱
い
て
い
ま
し
た
。こ
の
詩
「
花
」

で
は
、夏
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
咲
き
ほ
こ
る
花
々

の
生
命
力
に
ふ
れ
、老
い
の
淋
し
さ
を
「
な
が
あ

め
」の
意
味
を
も
つ
霖
雨
に
託
し
つ
つ
、失
わ
れ

つ
つ
あ
っ
た
自
分
の
生
命
力
を
取
り
戻
し
て
い

く
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
 

　
つ
ま
り
心
か
ら
の
新
鮮
な
発
見
や
喜
び
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
を
目
指
す
原
動
力
に
な
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

　
詩
を
読
ん
だ
り
歌
っ
た
り
し
て
永
瀬
清
子
の

心
を
追
体
験
す
る
こ
と
で
、今
度
は
皆
さ
ん
の

心
に
新
し
い
発
見
や
喜
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
 

（
社
会
教
育
課
学
芸
員
　
白
根
直
子
） 

 

　
平
成
二
十
一
年
二
月
十
五
日（
日
）開
催

の
朗
読
会
で
永
瀬
清
子
の
詩
を
朗
読
し
て

く
だ
さ
る
人
、永
瀬
清
子
作
詩
の
合
唱
曲

を
合
唱
し
て
く
だ
さ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
永
瀬
清
子
の
詩
が
好
き
な
人
、

朗
読
や
合
唱
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
者 

　
朗
読
出
演
者
／
赤
磐
市
在
住
ま
た
は

　
在
勤
の
人 

　
合
唱
出
演
者
／
市
立
公
民
館
の
登
録

　
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
赤
磐
市
桜
が
丘
い
き

　
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ 

▼
募
集
人
員 

　
朗
読
出
演
者
／
一
名
程
度（
グ
ル
ー
プ
参

　
加
の
場
合
は
一
グ
ル
ー
プ
に
限
る
） 

　
合
唱
出
演
者
／
一
グ
ル
ー
プ 

▼
申
込
締
切
日
　
九
月
三
十
日（
火
） 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
市
教
育
委
員
会 

熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係 

　
　（
９
９
５
）１
３
６
０ 

市

民

出

演

者

募

集

 
と
ち
ょ
う
 

メ
ー
ト
ル
 

ほ
の
お
 

い
 か

ず
ら
 

め
 

け
い
と
う
 

ほ
と
ん
 

む
り
ょ
 

り
ん
う
 

ま
た
 

り
ん
 
う
 



 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
き
ら
り
☆
し
あ
た
ー
：こ
ど
も
版
 

　
14：
00～（

中
央
図
書
館
） 

 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
お
は
な
し
会
　
14：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
〔
１３
日
・２７
日
・１０
月
４
日
も
開
催
〕 

　
10：
30～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
か
い
 

　
〔１３日・２０日・２７日・１０月４日

も
開
催
〕 

　
10：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
絵
本
は
と
も
だ
ち
 

　
〔１０日・１７日・２４日・１０月１日

も
開
催
〕 

　
10:30～（

中
央
図
書
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診・喀

た
ん
検
査・

　
大
腸
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
）
 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会〔
２４
日
も
開
催
〕 

　
10:00～

11:00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13:00～

16:00（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診・喀

た
ん
検
査・

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
）
 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
00 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
13：
00～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
赤
坂
支
所
育
児
相
談
 

　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
大
腸
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
名
月
鑑
賞
会
　
18:00～

 
　（
竜
天
天
文
台
公
園
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
人
権
・
行
政
・
障
害
者
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
高
齢
者
対
象
無
料
法
律
相
談
 

　
13:00～

16:00 
　
（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
館
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診・喀

た
ん
検
査・

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
）
 

●
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　
無
料
法
律
相
談
 

　
10:00～

15:00 
　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
犯
罪
ゼ
ロ
の
日
 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん

　
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
　
＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
　
　
は（
社
）
赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
　
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

医
 

休
 

医
 

このページは外してご利用ください。  

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

★
９
月
の
税
・
保
険
料
を
 

　
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
…
…
…
３
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
４
期
 

　
●
固
定
資
産
税
…
…
３
期
 

　
●
介
護
保
険
料
…
…
４
期
 

９
月
３０
日
ま
で
 

●
市
内
一
斉
清
掃
の
日
 

敬
老
の
日
 



●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00 

　（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
交
通
安
全
講
習
会
 

　
19:00～

20:30（
吉
井
会
館
） 

●
離
乳
食
講
習
会
 

　
10：
00～
11：
30 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
交
通
安
全
講
習
会
 

　
19:00～

20:30 
　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
交
通
安
全
講
習
会
 

　
19:00～

20:30 
　（
山
陽
小
学
校
体
育
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
特
定
健
康
診
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
特
定
健
康
診
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
（
山
陽
地
域
）
 

●
特
定
健
康
診
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　（
春
の
家
相
談
室
） 

●
定
期
救
急
講
習
会
 

　
9：
00～
12：
00 

　（
赤
磐
市
消
防
本
部
北
出
張
所
） 

●
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

　
（
９
月
２１
日
～
９
月
３０
日
）
 

●
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
12:30～

16:00 
　（
山
陽
浄
化
セ
ン
タ
ー
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
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1
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2

0
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1
2

2
2

3
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4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0

月
 火
 

月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 
木
 金
 土
 日
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

9
月
 

休館日 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

●
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、９
月
３
０
日
（
火
）

　
か
ら
１０
月
２
日（
木
）
は
施
設
整
備
の
た
め
、

　
開
放
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限

　
り
ま
す
。
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て

　
い
ま
す
が
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

　
プ
ー
ル
  高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
  中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

　
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
…
１００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
…
　５０
円
 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

秋
分
の
日
 

休館日 

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 

施設整備（〜　　） 

１０
 ２ 
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大
会
結
果 

募
　
　
　
集 

お
知
ら
せ 

  

第
二
十
四
回
赤
磐
市 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯 

【
開
催
日
】
七
月
二
日（
水
） 

【
開
催
場
所
】 

　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場 

【
参
加
者
数
】 

　
十
二
チ
ー
ム（
五
十
八
人
） 

【
大
会
結
果
】 

　
優
　
勝
／
赤
坂（
赤
坂
） 

　
準
優
勝
／
ピ
オ
ー
ネ（
赤
坂
） 

　
第
三
位
／
コ
ス
モ
ス（
赤
坂
） 

　
ラ
ッ
キ
ー
７
賞
／
岩
田
Ａ（
山
陽
） 

　
Ｂ
Ｂ
賞
／
千
躰（
熊
山
） 

 

第
四
回
赤
磐
市
夏
季
近
隣
柔
道
大
会 

【
開
催
日
】
七
月
六
日（
日
） 

【
開
催
場
所
】
高
陽
中
学
校
格
技
場 

【
参
加
者
数
】
九
十
八
人 

【
大
会
結
果
】 

◎
団
体
の
部 

　
優
　
勝
／
磐
梨
武
道
館
Ａ 

　
準
優
勝
／
磐
梨
武
道
館
Ｂ 

　
三
　
位
／
山
陽
柔
道
教
室
Ａ 

◎
新
人
の
部 

　
優
　
勝
／
井
本
　
健
史 

　
　
　
　
　（
山
陽
小
四
年
） 

　
準
優
勝
／
井
本
　
泰
史 

　
　
　
　
　（
山
陽
小
二
年
） 

　
三
　
位
／
高
畑
　
廉
太 

　
　
　
　
　（
山
陽
西
小
三
年) 

◎
個
人
一・
二
年
の
部 

　
準
優
勝
／
津
田
　
歩
香 

　
　
　
　
　（
山
陽
東
小
二
年
） 

◎
個
人
三
・
四
年
の
部 

　
準
優
勝
／
難
波
　
良
気 

　
　
　
　
　（
山
陽
小
三
年
） 

◎
個
人
五
・
六
年
の
部 

　
優
　
勝
／
光
山
　
幸
扶 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
小
六
年
） 

　
準
優
勝
／
小
山
　
大
輝 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
小
六
年
） 

 

赤
磐
市
長
杯 

第
一
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

【
開
催
日
】
七
月
二
十
一
日（
月
・
祝
） 

【
開
催
場
所
】 

　
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場 

【
参
加
者
数
】三
百
十
二
人 

【
大
会
結
果
】 

　
優
　
勝
／
横
溝
　
　
進 

　
準
優
勝
／
鈴
木
　
修
一 

　
第
三
位
／
遠
藤
　
雅
晴 

　
第
四
位
／
上
野
　
　
弘 

　
第
五
位
／
江
見
　
太
郎 

                 

わ
く
わ
く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
開
催
！ 

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
向
け
て
、ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
勉
強
し
な
が

ら
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
へ
出
場
し

な
い
人
も
も
ち
ろ
ん
参
加
で
き
ま
す
。） 

　
体
育
指
導
委
員
が
楽
し
く
サ
ポ
ー

ト
し
必
勝
法
を
伝
授
し
ま
す
。
お
友

達
を
誘
っ
て
参
加
し
よ
う
。 

　
申
込
書
は
小
学
校
よ
り
配
布
さ
れ

ま
す
。 

【
開
催
日
】
十
月
十
八
日（
土
） 

　
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分 

【
開
催
場
所
】 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

【
対
　
象
】
市
内
小
学
生 

【
参
加
費
】
無
料 

【
持
参
品
】 

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲
料
水 

【
主
　
催
】 

　
赤
磐
市
体
育
指
導
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
教
室 

　
気
軽
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
体
操

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
日
】
九
月
十
五
日（
月
・
祝
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

【
開
催
場
所
】
山
陽
小
学
校
体
育
館 

【
参
加
費
】
無
料 

【
受
　
付
】
当
日
開
始
三
十
分
前
〜
　

　
体
操
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。 

【
主
　
催
】
赤
磐
市
綱
引
き
協
会 

【
後
　
援
】
岡
山
県
綱
引
き
連
盟 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
花
房 

　
　（
９
５
５
）７
０
７
５ 

    

岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ 

第
三
節
開
催 

　
県
内
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
が
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
て
い
る
「
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ

ケ
ー
リ
ー
グ
」
の
第
三
節
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
ホ

ッ
ケ
ー
女
子
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍

に
も
負
け
な
い
少
年
少
女
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
に
熱
い
声
援
を
送
ろ
う
！
観
戦
は

無
料
で
す
。 

【
開
催
日
】
九
月
十
三
日（
土
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
ご
ろ 

【
開
催
場
所
】 

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

　http://okayamaclub.sports.coocan.jp/OHL/ 
 

　
芝
生
の
丘
に
長
い
す
べ
り
台
の
総

合
遊
具
・
大
き
な
砂
場
・
ト
ン
ネ
ル
の

つ
い
た
石
の
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
新
し
く
飛
び
石
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
ご
家
族
・
お
友
達
を
誘
っ
て
秋
の

気
配
の
す
る
公
園
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

冒
険
の
森
・ 

　
ち
び
っ
こ
広
場 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
施
設
紹
介 

１人でも多くの市民に参加してほしいスポレク！ 
今年のテーマは「おとなもこどももみなキラリ☆」 
オリエンテーリングに宝さがし、体力テストに挑戦。 
岡山シーガルズもやってきて、盛りだくさん！ 

開催日：10月13日（月） 
～体育の日～ 
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平 

第 

24

回 

均
寿
命
の
延
び
と
少
子
化
に
よ
り
、

ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に

伴
い
、二
〇
一
三
年
に
は
「
四
人
に
一
人
が

六
十
五
歳
以
上
」
と
い
う
世
界
に
例
を
み

な
い
速
度
で
日
本
の
高
齢
化
は
進
行
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
で
も
、
寝
た
き
り
な
ど
で
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、こ
う
し
た
高
齢
者
へ
の
虐
待
、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
悪
徳
商
法
」
に
見
ら
れ

る
財
産
の
だ
ま
し
取
り
、あ
る
い
は
、ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど
、
毎

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
見
過
ご

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、自
分
の
経
験
や
能
力
を
生
か
し
地

域
社
会
に
役
立
ち
た
い
、
働
き
た
い
と
考

え
て
い
る
介
護
や
扶
助
を
必
要
と
し
な
い

元
気
な
高
齢
者
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
社
会
は
、目
前
に
迫
っ
て
い

ま
す
が
、公
的
扶
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
め
た
す
べ

て
の
世
代
が
、生
ま
れ
育
っ
た
地
域
社
会
で

安
心
し
て
暮
ら
す
「
共
助
の
体
制
づ
く
り
」

が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
、赤
磐
市
に

も
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
参
加
を
通
じ
て
、

ご
自
身
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

の
実
現
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
福
祉

向
上
の
た
め
、一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
高
齢
者
も
社
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
が
尊

重
さ
れ
、
自
立
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
同
時
に
、高
齢
者
自
身
も
、

豊
か
な
経
験
を
生
か
し
若
い
世
代
と
意
見

を
交
わ
す
中
か
ら
、
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
の
担
い
手
と
し
て
貢
献
す
る
必

要
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

　
必
ず
到
来
す
る
高
齢
化
社
会
を
憂
え
る

の
で
な
く
、高
齢
者
、若
年
者
の
垣
根
を
越

え
た
新
た
な
一
体
感
の
醸
成
が
今
後
の
課

題
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

回
の
歯
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
で
歯
周

病
と
全
身
疾
患
と
の
関
連
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
た
。
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
、

動
脈
硬
化
、誤
嚥
性
肺
炎
、心
臓
病
、早
産
、

低
体
重
児
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
生
活
習

慣
病
で
あ
る
と
い
わ
れ
、小
学
生
の
約
五
　

が
歯
肉
炎
に
、成
人
で
は
約
八
十
　
を
超
え

る
人
が
歯
周
炎
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
は
歯
周
病
の
症
状
、な
ら
び
に
予
防

法
、治
療
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

　
歯
周
病
の
症
状
（
こ
ん
な
こ
と
に
思
い
当

　
た
り
ま
せ
ん
か
？
） 

　
食
事
や
歯
磨
き
で
歯
肉
か
ら
血
が
出
る
。 

　
口
臭
が
あ
る
。 

　
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
と
動
く
感
じ
が
す
る
。 

　
歯
と
歯
の
間
に
よ
く
食
べ
物
が
は
さ
ま
る
。 

　
朝
起
き
た
と
き
、口
が
粘
つ
い
た
り
、い

　
や
な
味
が
し
た
り
す
る
。 

　
冷
た
い
水
を
飲
む
と
、む
し
歯
で
も
な
い

　
の
に
歯
や
歯
肉
が
し
み
て
痛
い
。 

　
歯
肉
が
や
せ
て
、前
よ
り
も
歯
が
長
く
な

　
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。 

　
以
上
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
た
ら
、
歯

周
病
の
サ
イ
ン
で
す
。 

 

　
歯
周
病
を
防
ぐ
方
法
（
家
庭
で
行
う
こ
と
） 

　
食
べ
た
ら
磨
く
習
慣
を
つ
け
る
。 

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
こ
こ
ろ
が

　
け
る
。 

　
歯
軋
り
、食
い
し
ば
り
を
や
め
る
。 

　
禁
煙
す
る
。 

　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、

　
フ
ロ
ス
な
ど
も
使
用
す
る
。 

 

　
歯
周
病
の
治
療
法
（
歯
科
医
院
で
行
う

　
こ
と
） 

　
歯
周
検
査
を
行
い
、現
在
の
病
状
の
把
握
、

　
説
明 

　
Ｔ
Ｂ
Ｉ（
正
し
い
お
口
の
手
入
れ
の
指
導
） 

　
歯
垢
、歯
石
の
除
去 

　
動
揺
歯
の
固
定
、か
み
合
わ
せ
の
調
整 

　
歯
周
外
科
処
置 

 

　
今
現
在
、歯
周
病
の
自
覚
症
状
が
な
い
人

も
、定
期
的
に
歯
科
医
院
を
受
診
し
、歯
科

医
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
専
門
家
に
お
口

の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

毎
日
掃
除
機
を
か
け
て
い
る
家
で
も
、盆
や

暮
れ
に
は
大
掃
除
を
し
ま
す
。
い
っ
た
ん
固

ま
っ
た
歯
石
な
ど
は
歯
ブ
ラ
シ
で
は
除
去
で

き
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
、

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
と
口
腔
ケ
ア
を
お
す
す

め
し
ま
す
。 

（
赤
磐
歯
科
医
師
会
） 

前 

 

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！ 

歯
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
⑦ 

ご 

え
ん 

せ
い 

は
い 

え
ん 

は 

ぎ
し 

し 

こ
う 
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離
乳
食
講
習
会 

 

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を

勉
強
し
ま
す
。（
要
予
約
） 

日
　
時 

　
九
月
二
十
五
日（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
吉
井
公
民
館
・
調
理
室 

対
象
者
　 

　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月
児

の
保
護
者（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品 

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
　 

申
し
込
み
先 

　
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

    

　
赤
坂
支
所
育
児
相
談 

 

日
　
時
　
九
月
十
八
日（
木
） 

　〈
受
付
〉午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

対
象
児 

　
赤
坂
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容 

　
身
体
計
測
　
　
育
児
相
談 

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
特
定
健
康
診
査
集
団
健
診 

　
〜
国
保
以
外
の
保
険
証
を 

　
　
　
　
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ
〜 

 

　
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま

で
の
被
用
者
保
険
（
政
府
管

掌
健
康
保
険
、健
康
保
険
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
）の
保
険
者

が
発
行
し
て
い
る
保
険
証
を

お
持
ち
の
ご
家
族（
被
扶
養
者
）

と
、国
民
健
康
保
険
組
合
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
も
赤
磐

市
で
実
施
す
る
集
団
健
診
会

場
で
特
定
健
康
診
査
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
受
診
す
る
に
は
、健
康
保

　
険
証
と
特
定
健
康
診
査
受

　
診
券
が
必
要
で
す
。 

　
受
診
券
は
各
保
険
者
（
健

　
康
保
険
証
の
発
行
元
）
に

　
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、受
診

　
時
ま
で
に
準
備
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

　
な
お
、一
部
の
保
険
者
で
集

団
健
診
が
受
診
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に

保
険
証
を
発
行
し
て
い
る
保

険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、個
人
負
担
の
金
額
な

ど
詳
し
い
こ
と
も
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

    　 
  

　
第
四
回
岡
山
県
動
物
愛
護 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

 

開
催
日
時
　
十
月
十
九
日（
日
）

　
午
前
九
時
三
十
分 

　
　
〜
午
後
三
時
三
十
分 

場
　
所 

　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

　（
岡
山
市
御
津
伊
田
二
七
五
〇
） 

　
※
駐
車
場
あ
り 

主
な
内
容
　 

　
犬
の
し
つ
け
方
入
門
、ち
ょ

っ
と
学
ん
で
楽
し
く
遊
ん
で
、

 

　総務省統計局は、10月1日現在で5年に一度
の住宅・土地統計調査を全国一斉に行ないます。 
　調査の対象となった世帯は、調査員が調査票
を持って伺いますので、調査票へのご記入をお
願いします。 
　調査票に記入していただいた内容を他に漏ら
したり、統計以外の目的に使用したりすることは
法律で固く禁じられておりますので、安心してご
記入ください。皆さんのご協力をよろしくお願
いします。 
 

●問い合わせ先● 
本庁企画課および各支所市民生活課 

住 宅 ・ 土 地 統 計 調 査 実 施 
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犬
用
お
や
つ
の
作
り
方
、犬
と

の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

動
物
愛
護
パ
ネ
ル
展
、動
物
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
、ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
な
ど
。
た
だ
し
、犬
の
し
つ

け
方
入
門
に
つ
い
て
は
十
月

五
日（
日
）実
施
の
講
習
会
を

受
講
し
た
人
で
な
い
と
参
加

で
き
ま
せ
ん
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団 

　
　
０
８
６
７（
２
４
）３
２
８
８

　（
月
・
火
曜
日
は
休
日
） 

  

　
喜
楽
体
操 

　 　
月
一
回
ち
ょ
っ
と
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時 

　
九
月
三
十
日
、十
月
二
十

　
八
日
、十
一
月
二
十
五
日
、

　
十
二
月
十
六
日 

　
い
ず
れ
も
火
曜
日 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
坂
教
育
集
会
所 

講
　
師 

　
健
康
運
動
士
・
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
高
見
博
子
先
生 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 
 

　
赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会 

　
委
員
募
集 

 

　
市
で
は
、結
婚
希
望
者
が

良
い
配
偶
者
に
恵
ま
れ
、明
る

く
幸
福
な
家
庭
を
築
く
お
手

伝
い
を
す
る
結
婚
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す
。 

年
会
費
　
千
円 

申
込
締
め
切
り
日 

　
九
月
三
十
日（
火
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　
各
支
所
産
業
建
設
課 

   

　
山
陽
産
業
会
館
講
座 

 

◎
特
産
品
加
工
体
験
講
座 

　
「
ピ
オ
ー
ネ
の 

　
　
　
　
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
」 

日
　
時 

　
九
月
十
日（
水
） 

　
十
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館
開
発
室
　 

講
　
師 

　
山
陽
ふ
る
さ
と
の
味 

　
研
究
会
部
会
員 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

 

◎
花
栽
培
講
座 

　
「
秋
に
お
こ
な
う 

　
　
栽
培
管
理
に
つ
い
て
」 

日
　
時 

　
九
月
十
一
日（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分 

　
　
　
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師
　 

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
主
任
・
津
田
　
理
彦
　
氏 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

 

◎
野
菜
栽
培
講
座 

　
「
秋
の
管
理
と
冬
野
菜
の 

　
　
　
　
　
準
備
に
つ
い
て
」 

日
　
時 

　
九
月
十
八
日（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分 

　
　
　
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所 

　
山
陽
産
業
会
館
二
階
　 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
副
参
事
・
坂
本
　
一
朗
　
氏 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

  

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 

　
〜
学
ぼ
う
！
出
会
お
う
！ 

　
　
　
　
　
は
じ
め
よ
う
！
〜 

　 　
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
た
い
人
を
対
象
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本
に

つ
い
て
学
ん
で
い
く
講
座
を

開
催
し
ま
す
。 

日
程
・
内
容 

①
十
月
十
七
日（
金
） 

　
講
義
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て

　
な
ん
だ
ろ
う
」 

　
講
師
／
川
崎
医
療
福
祉
大
学 

　
　
　
　
山
本
浩
史
先
生 

②
十
月
三
十
一
日（
金
） 

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
楽

　
し
さ
を
知
ろ
う
！
」 

③
十
一
月
七
日（
金
） 

　
「
あ
な
た
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
活
動
を
み
つ
け
よ
う
」 

時
　
間
　
午
後
二
時
三
十
分

　
〜
四
時
三
十
分 

場
　
所
　
桜
が
丘
い
き
い
き

　
交
流
セ
ン
タ
ー 

定
　
員
　
三
十
人 

受
講
料
　
無
料 

申
込
締
め
切
り
日 

　
九
月
三
十
日（
火
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　（
９
５
５
）８
７
７
７ 

●募集人員　１人 

●職務内容 
　庭園、施設の管理および簡単な事務 

●対象者 
　土､日､祝日に勤務できる、ガーデニングの
　好きな人 

●応募方法 
　履歴書により９月２２日（月）までに熊山支
　所産業建設課へ申し込んでください。 

●問い合わせ先 
　熊山支所産業建設課産業振興係 

臨時職員募集  



　
防
衛
省
か
ら 

　
自
衛
官
募
集
に 

　
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

 

　
防
衛
省
で
は
、平
成
二
十

年
度
各
種
自
衛
官
を
左
記
要

項
で
募
集
し
ま
す
。 

                       

問
い
合
わ
せ
先 

　
防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所 

　
　
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４ 

自
衛
官
募
集
相
談
員 

　
杉
本
　
靖
和 

　
　（
９
５
５
）０
０
３
７ 

　
安
東
　
憲
太
郎 

　
　（
９
５
４
）０
７
２
７ 

　
小
西
　
憲
勝 

　
　（
９
５
７
）３
２
６
４ 

     
　
第
二
回
高
陽
中
学
校 

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

 

目
的
・
趣
旨 

　
高
陽
中
学
校
で
は
、地
域

に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
、生
徒
の

健
や
か
な
成
長
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時 

　
九
月
十
六
日（
火
） 

　
　
　
　
〜
十
九
日（
金
） 

　
午
前
八
時
三
十
分 

　
　
　
　
〜
午
後
五
時 

内
　
容 

　
高
陽
中
学
校
の
学
校
自
由

参
観（
授
業
・
給
食
・
部
活
動
な

ど
） 
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山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

春の家相談室 

熊山保健福祉 
総合センター 

仁美農村振興 
センター 

本庁２階 
第１会議室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

９月２２日（月） 
午後１時～午後３時 

９月１９日（金） 
午後１時～３時 
※無料法律相談は 
　午前１０時～午後３時 
 

９月５日（金） 
午前１０時～正午 

９月１７日（水） 
午後１時～３時 

９月５日（金） 
午後１時～４時 

９月１０日（水） 
午後１時～４時 

９月１７日（水） 
午後１時～４時 

【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
※要予約 
【人権】【心配ごと】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※対象：高齢者のみ／要予約 

山陽総合福祉 
センター１階相談室 

９月１６日（火） 
午後１時～３時 【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
※すべて予約制 

【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 【人権】【無料法律】 

　本庁市民課 
　　９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
　協働推進室 
　　９５５-４７８３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会山陽支所 
　　９５５-８８７７ 

【人権】【行政】【無料法律】 
　熊山支所市民生活課 
　　９９５-１２１４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会熊山支所 
　　９９５-２３３６ 

【人権】【行政】 
　吉井支所市民生活課 
　　９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
　吉井支所健康福祉課 
　　９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会吉井支所 
　　９５４-２５３３ 

【心配ごと】 
　社会福祉協議会赤坂支所 
　　９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 

赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

受験種目 対象者 受付期間 試験日 

２等陸・海・空士 １８歳以上２７歳未満 

１８歳以上２７歳未満 

２１歳未満高卒（見込含） 

一般曹候補生 

航空学生 

看護学生 

※入隊は平成21年3月下旬から4月上旬の予定です。 

男子：８/１～９/１２ 

女子：８/１～９/１０ 

８/１～９/１０ 

８/１～９/１０ 

９/８～９/３０ 

９/２５～２８ 

９/２８～２９ 

９/２０ 

９/２３ 

１０/２５ ２４歳未満高卒（見込含） 



問
い
合
わ
せ
先 

　
高
陽
中
学
校 

　
　（
９
５
５
）０
０
０
４ 

  

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で 

　
売
上
を
伸
ば
し
た
い 

　
人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー 

 

　
こ
れ
か
ら
商
売
を
は
じ
め

た
い
人
、も
っ
と
売
上
を
伸
ば

し
た
い
と
お
考
え
の
事
業
者
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
し
て
い
る

け
ど
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
人
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は

自
社
に
は
意
味
な
い
と
お
考

え
の
事
業
者
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。 

日
　
時
　 

　
九
月
十
二
日（
金
）、 

　
　
　
二
十
六
日（
金
） 

　
午
後
六
時
三
十
分 

　
　
　
〜
九
時
三
十
分 

　
九
月
十
三
日（
土
）、 

　
　
　
二
十
七
日（
土
） 

　
午
後
一
時
三
十
分 

　
　
　
〜
四
時
三
十
分 

場
　
所
　
桜
が
丘
い
き
い
き

　
交
流
セ
ン
タ
ー 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
商
工
会
山
陽
支
所 

　
　（
９
５
５
）０
１
４
４ 

  

　
九
月
十
一
日
は 

　
警
察
相
談
の
日 

 

　
未
だ「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
還

付
金
詐
欺
」
、「
融
資
保
証
金

詐
欺
」
の
被
害
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
ら
の
詐
欺
の
手
口
は
、

根
拠
の
な
い
請
求
を
し
た
り
、

上
手
に
話
を
持
ち
か
け
心
理

的
に
動
揺
さ
せ
、時
間
的
に

余
裕
を
与
え
ず
「
す
ぐ
対
応

を
し
な
い
と
」
と
、思
わ
せ
た

り
す
る
こ
と
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、 

　
電
話
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
対

　
応
し
な
い 

　
警
察
な
ど
へ
相
談
す
る 

こ
と
で
す
。 

　
緊
急
の
事
件
、事
故
以
外

の
相
談
に
つ
い
て
は
警
察
本

部
♯
９
１
１
０
に
電
話
す
る

か
、警
察
署
の
相
談
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
警
察
署 

　
　（
９
５
２
）０
０
２
９ 

　
本
庁
協
働
推
進
室 
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　老人週間の9月17日（水）に、昨年に引き続き、

普段から気になっている高齢者を巡るさまざまな

問題について、無料法律相談会を行います。 

　①遺言②相続③養子縁組④成年後見などの

問題でお悩みの人は、お気軽にご相談ください。 

　予約は先着順となりますので、お早めにご連絡

ください。 

【日　時】9月17日（水） 午後1時～4時 

【場　所】山陽産業会館2階ふるさと交流室 

【相談員】岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

　※ご相談にあたっては、必ず予約をお願いします。 
　　相談時間は１人３０分までです。 

【問い合わせ・申し込み先】 
　本庁市民課　人権・男女共同参画係 

　障害者に対するNHK受信料の免除基準が変更になりましたので、新たに免除に該当する場合は申
請してください。（※現在免除を受けている人は、申請する必要はありません） 

◎受信料免除の申請手続きについて 
　既に申請はできますが、受信料が実際に免除されるのは10月からです。 
◎持参していただく物…印鑑、各障害者手帳 
　但し、全額免除申請をされる場合は、世帯全員が平成20年度の住民税が非課税
　である証明書（所得課税証明書）。なお、障害のある人が扶養義務者と世帯分離
　している場合は扶養義務者の属する世帯全員が非課税である証明書も必要です。 

　身体障害者手帳を有する障害者がいる世帯で、
　世帯員全員が市民税非課税の世帯 

　世帯主が視覚障害者または聴覚障害者 
　世帯主が1級または2級の身体障害者 

　療育手帳を有する障害者がいる世帯で、世帯員
　全員が市民税非課税の世帯 　世帯主が療育手帳Ａの障害者 

　精神障害者保健福祉手帳を有する障害者がい
　る世帯で、世帯員全員が市民税非課税の世帯 

　世帯主が精神障害者保健福祉 
　手帳1級の障害者 

全額免除（世帯員に障害者がいる場合） 半額免除（世帯主が障害者の場合） 区分 

身体 

知的 

精神 

◎新しい免除基準 

10月1日から障害のある人を対象としたＮＨＫ放送受信料の免除基準が変わります 10月1日から障害のある人を対象としたＮＨＫ放送受信料の免除基準が変わります 

〈受付・問い合わせ先〉 

本庁社会福祉課社会福祉係 
および各支所健康福祉課福祉係 

NHK視聴者コールセンター 
　0120-151515 
　0570-077-077



　『
爆
音
機
』の 

　
使
用
に
つ
い
て 

　 　
大
切
な
農
作
物
を
鳥
獣
か

ら
守
る
た
め
に
使
用
す
る
爆

音
機
に
つ
い
て
、次
の
こ
と
に

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。 

　
必
要
最
小
限
の
短
い
期
間

　
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
日
の
出
前
、日
没
後
の
使

　
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

　
爆
発
音
の
間
隔
を
、で
き
る

　
だ
け
長
く
あ
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
特
に
住
宅
地
周
辺
で
の
使

　
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

  

　
若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

 

　
就
職
を
め
ざ
す
若
者
（
三

十
五
歳
く
ら
い
ま
で
）の
た
め

に
、就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。 

講
習
内
容 

①
就
職
活
動
の
流
れ 

②
履
歴
書
な
ど
の
作
成 

③
面
接
対
策
な
ど 

岡
山
会
場 

　
岡
山
駅
前 

　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
五
階 

開
催
日 

　
九
月
二
十
七
日
・
十
月
二
十

　
五
日
・
十
一
月
十
五
日
・
十
二

　
月
六
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
お
か
や
ま
若
者
就
職 

　
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
８
６（
２
３
６
）１
６
１
６ 

      

　
赤
磐
市
介
護
保
険
事
業
計
画

　
策
定
委
員
会
の
会
議
内
容 

　
お
よ
び
開
催
の
予
定 

 

◎
第
一
回
策
定
委
員
会 

　
六
月
四
日（
水
）に
開
催
し

た
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

　
委
嘱
状
交
付 

　
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長

　
の
選
出 

　
計
画
策
定
の
基
本
的
考
え

　
方
に
つ
い
て 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
に

　
つ
い
て 

 

◎
第
二
回
策
定
委
員
会
の
予
定 

日
　
時
　
九
月
二
十
四
日（
水
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

場
　
所 

　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
介
護
保
険
課 
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２０年７月中 

１９年７月中 

増 減  

２０年７月末 

１９年７月末 

増 減  

109
99
＋10
619
666
－47

30
22
＋8

176
198
－22

0
0
±0

0
2
－2

4
5
－1
18
23
－5

45
23
＋22
234
242
－8

79
77
＋2

443
468
－25

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成20年赤磐市交通事故発生状況（7月） 

段ボールと紙パック 10

　今回は、容器包装リサイクル法の対象容器のひとつであ
る段ボールと紙パックについて紹介します。 
　段ボールは、波形に成形した中芯原紙の片面、または両
面に平らな板紙（ライナー）を張り合わせたものです。 
　また紙パックは、１９１５年にアメリカで発明されました。
当時の紙パックは容器の飲み口部をホッチキスで止めたも
ので開封はナイフで行っていました。日本では１９６９年以降
に使われ始めました。扱いはアルミ缶やスチール缶と同じで、
有償で製紙メーカー（リサイクル会社）に引き渡されてい
ることから再商品化義務の対象から除かれています。 
　なお再商品化義務の対象になっている容器包装類は、「ペッ
トボトル、白色発泡トレイ、プラスチック製容器包装、ガラス
びん」の４種類で、そのままでは再商品化ができないことか
ら、財団法人日本容器包装リサイクル協会に再商品化を委
託契約しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜段ボールの構造＞ 

再商品化義務の  
対象外となっている 
容 器 包 装 類  

再商品化義務の  
対象となっている 
容 器 包 装 類  

独自ルート（集団
回収など）でリサイ
クルが可能なもの 

独自ルートでリサ
イクルができない
ため、容リ協会に
再商品化を委託し
ているもの 

◆金属 
　アルミ缶・スチール缶 
◆紙 
　段ボール・紙パック 

◆ガラス 
　ガラスびん（無色・茶
　色・その他の色） 
◆プラスチック 
　ペットボトル・白色発
　泡トレイ・プラスチッ
　ク製容器包装 

処理方法 容器包装の種類 

※集団回収などで段ボールや紙パックとともに新聞・雑誌も集めてい
　ますが、新聞や雑誌は容器包装類ではありません。 

片面段ボール 両面段ボール 複両面段ボール 複々両面段ボール 
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【主催】赤磐獣医師会（社団法人岡山県獣医師会東備支部）　【共催】赤磐市狂犬病予防連絡協議会 
【後援】（財）岡山県動物愛護財団、岡山県動物愛護センター、赤磐市教育委員会、（社）日本愛玩動物協会岡山県支部 

【日　時】9月22日（月） 午前9時～ 
【場　所】赤磐市立中央図書館駐車場（雨天中止） 

◇赤磐市老人クラブ連合会長へ１日交通安全対策協議
　会長を委嘱 
◇山陽桜保育園園児による鼓隊の演奏 
◇交通安全宣言 

【日　時】9月23日（火） 午後0時30分～ 
【場　所】赤磐市山陽浄化センター（雨天中止） 

◇岡山県警航空隊ヘリコプター「わしゅう」の飛来・見学 
◇女性白バイ隊員による演技 
◇腹話術、バルーン教室　◇浄化センター施設見学 
◇交通安全ビンゴゲーム など 

★出発式 ★出発式 ★地域交通安全講習会 ★地域交通安全講習会 

★高齢者交通安全教室 ★高齢者交通安全教室 

★交通安全フェスティバル ★交通安全フェスティバル 

【日　時】9月24日（水） 午前10時～ 
【場　所】赤磐市立中央公民館駐車場（雨天中止） 

◇ふれ愛号による体験型の交通指導 
◇サイクルリーダーによる自転車指導 

●場所／山陽ふれあい公園 ●日時／9月28日（日） 午前10時～午後4時 

★ビンゴゲーム1 
★警察犬の模範演技 
★盲導犬体験 
★ビンゴゲーム2 
★動物○×クイズ 

★犬のふれあい方教室 

★ふれあいミニ動物園 
★わが家のペット写真展 
★園児の動物の絵展 
★ペットなんでも相談 
★企業の展示コーナー 
★動物風船作り方教室 

■吉井地域 
　【日　時】9月25日(木) 午後7時～ 
　【場　所】吉井会館 
　【内　容】赤磐警察署講話、交通安全ビデオ 
■赤坂地域 
　【日　時】9月26日(金) 午後7時～ 
　【場　所】赤坂健康管理センター 
　【内　容】赤磐警察署講話、交通安全ビデオ 
■山陽地域 
　【日　時】9月29日(月) 午後7時～ 
　【場　所】山陽小学校体育館 
　【内　容】赤磐警察署講話、交通安全啓発寸劇 

■熊山地域 
　◇8月1日（金）、午後7時から
　　開催され、参加者は赤磐
　　警察署の講話、交通安
　　全ビデオ放映の後質問
　　するなど熱心に講習を
　　受けていました。 
 

●問い合わせ先／赤磐市環境課 

愛犬と一緒に　　 
　　ご参加ください 

★犬のしつけ方教室 
★愛犬とのふれあいゲーム 

問い合わせ先／本庁協働推進室 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  　955-4770

二
〇
〇
八
 

桃
の
里
演
歌
ま
つ
り
 

赤
磐
市
文
化
協
会
 

〈
山
陽
支
部
〉 

◎
芸
術
鑑
賞
の
集
い 

　
本
を
読
む
楽
し
さ
、朗
読
の
心
地
よ
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
「
心
で
聴
く 

朗
読
の
世
界
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
　
時
】
十
一
月
一
日（
土
）　
開
演
…
午
後
一
時
三
十
分 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館 

大
集
会
室 

【
内
　
容
】
耳
を
澄
ま
せ
、心
で
聴
く 

朗
読
の
世
界 

　
　
第
一
部
…
講
演
「
本
を
読
む
楽
し
さ
」
　
講
師
／
曽
和
敏
明 

　
　
第
二
部
…
朗
読 

小
説
「
羅
生
門
」 

　
　
第
三
部
…
朗
読 

創
作
民
話
「
お
こ
ん
じ
ょ
う
る
り
」 

【
出
　
演
】
朗
読
塾
　
代
表
・
曽
和
敏
明 

ほ
か 

【
入
場
料
】
大
人 

五
百
円
／
小
・
中
学
生 

三
百
円 

　
入
場
券
は
九
月
一
日
よ
り
発
売
し
ま
す
。 

【
入
場
券
の
取
り
扱
い
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部
事
務
局
、中
央
公
民
館 

◎
山
陽
文
化
祭
の
ご
案
内 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部
会
員
に
よ
る
発
表
会
で
す
。 

【
日
　
時
】
十
一
月
一
日（
土
）・
二
日（
日
）の
二
日
間 

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時 

　〈
発
表
の
部
は
一
日（
土
）午
後
三
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト
〉 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部 

　
０
９
０（
７
９
９
２
）０
２
９
６ 

　
※
詳
細
は
十
月
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す 

〈
熊
山
支
部
〉 

◎
観
月
会
の
ご
案
内 

　
琴
・
尺
八
の
演
奏
や
舞
踊
、詩
吟
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。 

　
お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
中
秋
の
名
月
と
各
種
芸
能
を
鑑
賞
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

【
日
　
時
】
九
月
十
四
日（
日
） 

午
後
七
時
〜
九
時 

【
場
　
所
】
熊
山
公
民
館
大
集
会
室 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部 

　（
９
９
５
）１
３
６
０ 

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
名
曲
の
ナ
ツ
メ
ロ
で
綴
る

素
人
の
歌
ま
つ
り
で
す
。
大
正
琴
や
サ
ッ
ク
ス

の
演
奏
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
　
時
】
十
月
五
日
（
日
） 

午
後
一
時
〜 

【
場
　
所
】
西
山
公
民
館 

【
主
　
催
】
ナ
ツ
メ
ロ
山
陽 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
桃
の
里
演
歌
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

　
拝
郷
　
　（
９
５
５
）０
１
４
３ 

赤　坂　支　部 

◆材料（５人分） 
　　春雨（乾燥）…５０　（熱湯でもどしておく） 
　　ハム…６０　（千切り） 
　　サラダ菜…６０　（洗って適当な大きさにちぎっておく） 
　　コーン…８０　 
　　きゅうり…１００　（輪切りにする） 
　　ミニトマト…１００　（半分に切る） 

　〔ドレッシング〕 
　　酢…小さじ２　　塩…小さじ１/５ 
　　醤油…小さじ１ 
　　砂糖…小さじ１ 
　　ごま油…小さじ１ 

◆作り方 
　①　下準備した春雨、ハム、コーン、キュウリとドレッシ
　　　ングをよく混ぜ合わせる。 
　②　器にサラダ菜を敷き、①を盛り付け、ミニトマトを飾っ
　　　て出来上がり。 

【地産地消】 
　米・ジャガイモ・たまねぎ・にんじん・きゅうり・トマトなどは、
　愛育・栄養委員が家庭で栽培したものを持ち寄りました。 

《健やか親子交流会メニュー》 
　◇赤坂産野菜たっぷりカレー　◇夏野菜の春雨サラダ　 
　◇みんな大好きゼリー【サイダー・牛乳】 

夏野菜の春雨サラダ 
　7月13日（日）、赤坂健康管理センターで、1歳
から３歳までの親子と兄弟、52人が参加して「健
やか親子交流会」を開催。愛育委員と地域の親
子クラブ、ボランティアさんが会の運営を行い、栄
養委員は「地産地消」をテーマに昼食を作りました。 
　当日のメニューの中から「夏野菜がおいしい」
と好評だったサラダを紹介します。 
 



　8月9日（土）、赤磐市花火大会が吉井川河川敷

の「くまやま水辺の楽校」で開かれました。 

　午後6時開会。中央の特設ステージでは、地元

の郷土芸能グループ8組が楽器演奏や踊りを披露。

また、会場内にはたこ焼きやかき氷などの屋台が

軒を並べ、たくさんの人でにぎわっていました。 

　午後8時10分、赤磐市の夜空を彩る2008発の

花火の打ち上げが始まると、大輪がきらめくたび

拍手と大歓声が沸き起こっていました。 

　この日会場を訪れた約25000人の観客は、し

ばし暑さを忘れ夏のひとときを満喫していました。 
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町
苅
田
で「
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」 

　
七
月
二
十
日
（
日
）、石
相
小
学
校
そ
ば
の
水

田
で
「
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
動
会
に
は
、
地
元
の
小
学
生
や
地
域
住
民

な
ど
約
百
人
が
参
加
。
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
な
ら
ぬ
ど

ろ
ん
こ
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、珍
プ
レ
ー
・

好
プ
レ
ー
の
続
出
に
参
加
者
の
間
か
ら
は
、歓
声

や
笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
会
は
、石
相
小
学
校
区
の
男
性
で
構

成
す
る
「
石
相
お
や
じ
の
会
」
が
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
よ
う
と
平
成
十
五
年
か
ら
始
め
、今

年
で
六
回
を
数
え
ま
す
。 

山
陽
・
軽
部
小
学
校
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
自
治
連
合
会
が
研
修
会 

　
七
月
四
日
（
金
）、
山
陽
小
学
校
と
軽
部
小
学
校
で
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
室
」（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
な
ど
主
催
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
は
、若
手
漫
才
師
「
ダ
ム
ダ
ム
ダ
ン
」
が

講
師
と
な
っ
て
、「
ど
う
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
切
か
」
に
つ
い
て

学
ぶ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
や
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
自
分
た
ち

で
羽
根
を
作
っ
て
電
気
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
や
大
変
さ
を
学

ぶ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
ん
な
に
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
実
験
し
て
み
て
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
番

い
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
な
ど
、ダ
ム
ダ

ム
ダ
ン
の
分
か
り
や
す
い
説
明
に
、子
ど
も
た
ち
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
こ
と
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
七
月
九
日
（
水
）、
山
陽
西
小
学
校
で
生

活
リ
ズ
ム
向
上
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て
栄
養

委
員
が
給
食
時
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
各
学
年
に
合
わ
せ
て
手
作
り
し
た
紙
芝

居
な
ど
を
手
に
教
室
を
訪
れ
、「
朝
ご
飯
食

べ
な
い
と
力
が
で
な
い
よ
」「
し
っ
か
り
寝
な

い
と
大
き
く
な
れ
な
い
よ
」
と
睡
眠
や
朝
ご

飯
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。 

　
七
月
三
日（
木
）に
は
三
年
生
が
自
分
た

ち
で
育
て
た
夏
野
菜
を
使
っ
て
カ
レ
ー
を
調

理
。
野
菜
作
り
を
指
導
し
て
く
れ
た
Ｊ
Ａ

岡
山
東
の
指
導
員
を
招
い
て
、自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
な
が
ら
お
い
し
く
カ
レ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
食
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
と
感
謝
す

る
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
食
育
推
進
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。 早

寝
、早
起
き
、朝
ご
飯 

　
七
月
十
八
日（
金
）、市
中
央
公
民
館
で
区
長
・
町

内
会
長
な
ど
約
百
七
十
人
が
集
い
、「
住
民
・
自
治
会
、

自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
」
と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、市
の
財
政
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
後
、新
潟
県
旧
山
古
志
村
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
掘
る
ま
い
か
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
映
画
は
、自
ら
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、ツ

ル
ハ
シ
だ
け
で
九
百
二
十
二
　
と
い
う
距
離
を
十
六

年
の
歳
月
を
費
や
し
掘
り
抜
い
た
「
中
山
隧
道
」
を

映
画
化
し
た
も
の
。
そ
の
精
神
は
「
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
は
自
分
た
ち
の
力
で
住
み
や
す
く
し
て
い
こ

う
」
と
す
る
も
の
で
、
感
動
と
共
感
が
得
ら
れ
た
上

映
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
で
は
、「
地
域
福
祉
に
つ
い
て
、行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
地
域
活
性
化
に
向
け
て
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 
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日
照
り
が
続
き
、雨
が
欲
し
い
と
願
う

七
月
二
十
八
日
、午
後
三
時
す
ぎ
の
こ
と
。

黒
い
雲
が
空
を
覆
い
雨
が
降
り
始
め
ま

し
た
。
い
い
雨
と
思
っ
て
い
た
の
は
降
り

始
め
て
十
分
ほ
ど
。
か
ん
か
ん
と
音
を

立
て
雨
粒
が
飛
び
跳
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
小
指
の
先
ほ
ど
の
雹
と
分
か
り
い
や

な
予
感
。 

　
電
話
で
市
役
所
西
側
の
用
水
が
溢
れ
、

民
家
が
床
下
浸
水
し
て
い
る
と
通
報
が

あ
り
ま
し
た
。
雨
脚
は
強
ま
る
ば
か
り
で

辺
り
は
真
っ
黒
。
職
員
も
予
期
せ
ぬ
こ
と

で
騒
然
と
し
ま
し
た
。 

　
午
後
三
時
十
分
か
ら
の
一
時
間
の
雨

量
は
八
十
一
　
、
降
り
終
わ
る
ま
で
二
時

間
三
十
分
の
総
雨
量
は
百
二
十
二
　
に

達
し
ま
し
た
。
二
十
九
日
現
在
で
の
被

害
総
額
は
二
千
六
百
十
万
円
と
い
う
局

地
的
豪
雨
。 

　
九
月
に
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、今

月
は
防
災
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

◎
赤
磐
交
通
警
察
協
助
員 

　
　
　
　
　
　
の
ぼ
り
旗
設
置 

　
七
月
十
日
（
木
）の
交
通
安
全

日
に
、赤
磐
交
通
警
察
協
助
員
に

よ
り
、
交
通
安
全
「
の
ぼ
り
旗
」

が
市
立
中
央
図
書
館
東
側
交
差

点
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
助
員
は
、の
ぼ
り
旗
の
設
置

が
終
わ
る
と
、
通
学
し
て
き
た
小

学
生
に
「
お
は
よ
う
、気
を
つ
け
て
」

と
一
声
か
け
て
注
意
を
促
し
て
い

ま
し
た
。 

 

◎
小
学
校
四
校
に 

　
　
　
　
夜
光
グ
ッ
ズ
贈
呈 

　
七
月
十
七
日
（
木
）、
山
陽
小

学
校
で
、赤
磐
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
、
赤
磐
運
行
管
理
者
協

議
会
か
ら
夜
光
グ
ッ
ズ（
て
る
て
る

坊
主
型
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
重
点
活
動
学
区
の
小

学
校
四
校
に
各
協
議
会
の
会
長

か
ら
、
小
学
六
年
生
の
代
表
者
に

「
事
故
に
は
気
を
付
け
て
」
と
手

渡
し
、
児
童
は
「
か
わ
い
い
」「
こ

れ
を
付
け
て
、
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
」
と
受
け

取
り
ま
し
た
。 

 

◎
交
通
安
全
啓
発
実
施 

　
七
月
二
十
一
日（
月
）、市
で
は
、

赤
磐
警
察
署
と
協
力
し
て
赤
磐

市
長
杯
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
で
、参
加
者
約
三
百
人
に
夜

光
タ
ス
キ
や
改
正
道
路
交
通
法
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、赤
磐
署
交
通
課

長
が
「
夜
出
掛
け
る
時
は
必
ず
夜

光
タ
ス
キ
を
着
け
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩

時
間
を
利
用
し
て
、サ
イ
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
自
転
車
の
乗
り
方
の

指
導
や
、警
察
官
が
夜
光
反
射
シ
ー

ル
を
参
加
者
の
自
転
車
や
運
動

靴
へ
直
接
貼
る
な
ど
し
て
交
通
安

全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

　桜が丘東2丁目自治会では、地域から交通安全や防犯意識を高め
ようと、地区に住む小学生から標語やポスターを募集して、3カ所の公
園に掲示する取り組みを始めました。 
　公園を利用する地域の人たちや登下校中の児童・生徒たちへの啓
発に一役買っています。 
　自治会長の富久豊さんは「子供たちに交通安全や防犯に対する意
識を持ってもらうことで、地域の活性化に役立てたいと思って始めました。
これからも毎年継続して募集していきたいです」と話していました。 

桜が丘東２丁目自治会　標語やポスターを掲示 
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▲「絹本著色仏涅槃図」石蓮寺地区蔵（写真提供：岡山県立博物館） 

▲石蓮寺金堂跡礎石（南西から） 

し
ゃ
く
れ
ん
じ 

け
ん
ぽ
ん 

ね 

は
ん  

ず 

ち
ゃ
く
し
ょ
く
ぶ
つ 

             

■
石
蓮
寺
伝
来
絹
本
著
色
仏
涅
槃
図 

　
　
　
　
　
　（
赤
磐
市
石
蓮
寺
） 

　
平
満
山
石
蓮
寺
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
、石
造
十
三
重
層
塔
（
「
広

報
あ
か
い
わ
」
平
成
十
七
年
十
一

月
号
）、不
動
の
滝
、不
動
の
岩（
同

十
九
年
三
月
号
）の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
石

蓮
寺
シ
リ
ー
ズ
そ
の
３
で
す
。 

　
石
蓮
寺
は
、
奈
良
時
代
の
備
前

四
十
八
ケ
寺
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
全

盛
期
に
は
本
堂
を
中
心
と
し
て
、

石
造
十
三
重
層
塔
が
建
ち
、
松
本

坊
、
梅
本
坊
、
徳
蔵
坊
、
玉
泉
坊
な

ど
多
く
の
坊
が
存
在
す
る
山
上
伽

藍
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
、
寛
文
年
間
（
十
七
世

紀
中
ご
ろ
）に
廃
寺
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
石
造
十
三
重
層
塔
の
西

方
に
日
吉
神
社
が
あ
り
、
神
社
の

前
に
大
き
な
石
が
三
個
見
え
ま
す
。

こ
の
石
は
、
か
つ
て
こ
こ
に
石
蓮
寺

の
伽
藍
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
中
心
建
物

で
あ
る
金
堂
の
礎
石
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
金
堂
跡
の
東
隅
に
阿
弥
陀

堂
が
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
堂
の
中

に
、涅
槃
図
が
大
切
に
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
涅
槃
図
は
、釈
尊
（
釈
迦
牟
尼
の

尊
称
。
紀
元
前
五
六
六
〜
四
八
六
年
、

同
四
六
三
〜
三
八
三
年
な
ど
諸
説

が
あ
る
）
が
沙
羅
双
樹
の
下
で
涅

槃
（
入
滅
・
迷
い
の
な
い
安
ら
か
な

境
地
）に
入
る
時
、
弟
子
を
は
じ
め

諸
衆
が
枕
頭
に
集
ま
り
悲
し
む
さ

ま
を
描
い
た
絵
で
す
。 

　
釈
尊
の
臨
終
の
日
で
あ
る
旧
暦

の
二
月
十
五
日
に
は
、涅
槃
図
を
か

け
、「
仏
遺
教
経
」
を
読
み
、
参
拝

の
人
々
に
絵
解
き
（
絵
の
解
説
）
な

ど
を
行
う
涅
槃
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
石
蓮
寺
伝
来
の
涅
槃
図
は
、
絹

地
に
彩
色
さ
れ
た
も
の
で
、縦
百
六

十
二
・
二
　
、
横
百
十
七
・
〇
　
あ

り
大
幅
な
も
の
で
す
。 

  

絵
は
、図
の
中
央
に
釈
尊
が
右
手

枕
し
て
右
脇
を
下
に
、
両
膝
を
ま

げ
て
宝
台
に
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

宝
台
は
、
左
側
面
を
見
せ
る
よ
う

に
描
か
れ
て
お
り
、そ
の
宝
台
を
取

り
囲
ん
で
、
計
八
本
の
沙
羅
樹
を

配
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
釈
尊

の
枕
も
と
の
一
本
の
沙
羅
樹
に
は
、

釈
尊
の
錫
杖
と
鉢
を
包
ん
だ
包
み

が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
空

に
は
、
釈
尊
の
入
涅
槃
を
告
知
さ

れ
駆
け
つ
け
た
釈
尊
の
母
、
摩
耶

夫
人
が
い
ま
す
。 

　
地
上
の
釈
尊
の
周
り
に
は
、菩
薩
、

天
、
弟
子
、そ
し
て
ゾ
ウ
、ト
ラ
、シ

カ
な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物
が
集
ま

り
釈
尊
の
入
滅
を
悲
し
む
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
涅
槃
図
に
は
、
箱
書
が
あ

り
「
寛
永
十
三
年
」（
一
六
三
六
）が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
蓮
寺
が
廃

寺
に
な
る
直
前
の
年
号
で
す
。 

　
石
蓮
寺
地
区
に
残
さ
れ
た
「
絹

本
著
色
仏
涅
槃
図
」
は
、
仏
教
美

術
と
し
て
も
貴
重
な
文
化
遺
産
で

す
。 （

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

へ
い
ま
ん
ざ
ん
 

ひ
　
え
 

し
ゃ
く
そ
ん
 

ぶ
つ
ゆ
い
き
ょ
う
ぎ
ょ
う
 

ち
ん
と
う
 

え
　
と
 

ま
　
や
 

ぶ
　
に
ん
 

し
ゃ
く
じ
ょ
う
 

ね
　
は
ん
　
え
 

さ
　
ら
　
そ
う
 

じ
ゅ
 

し
ゃ

か
　
む
　
に
 

石蓮寺伝来 
絹本著色仏涅槃図 

至酌田 

至ネオポリス 

英国庭園 

可真郵便局 

県道町苅田熊山線 

沢原 

磐梨中 

磐梨小 

稗
田 

至松木 
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